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棗
都
新
宿
区
の
慶
応
大

霞
。
渡
辺
賢
治
漠
方
医
学

セ
ン
タ
ー
長
に
促
さ
れ
て
問

診
用
端
末
に
向
か
い
合
う

と
、
モ
ニ
タ
ー
に
質
問
が
表

示
さ
れ
た
。
食
や
睡
眠
な
ど

の
生
活
習
慣
に
加
え
、
冷

え
、
し
び
れ
な
ど
の
症
状
を

部
位
ご
と
に
聞
か
れ
、
そ
の

主
観
的
な
強
度
を
O
S
1
0

0

の
数
値
で
入
力
し
て
い

゜

< 

約
2
0
0
の
問
診
情
報
に

医
師
が
下
し
た
診
断
や
漠
方

製
剤
の
処
方
な
ど
を
加
え
、

個
人
が
特
定
さ
れ
う
る
情
報

を
除
い
た1
千
項
目
以
上
の

デ
ー
タ
を1
人
分
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
べ5
千
人
分
以

況千

使見
（ダ）

沖縄本島沖の熱水噴出孔周辺で発見

された細菌（海洋研究開発機構提
供）

上
の
デ
ー
タ
が
蓄
糠
さ
れ
て

き
た
。

「
漢
方
は
、
患
者
の
体
質

な
ど
に
合
わ
せ
て
治
療
法
を

調
整
す
る
個
別
化
医
療
だ
」

と
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
は
解
説

す
る
。
目
の
前
の
患
者
を
、

体
質
や
生
活
環
境
な
ど
が
似

た
過
去
の
患
者
た
ち
と
比
較

し
な
が
ら
、
見
立
て
と
治
療

法
を
選
択
す
る
1

。
こ
ん
な

方
法
論
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
再
構
成
す
る
に
は
、
ま
ず

症
状
、
診
断
、
治
療
を
く
ま

な
く
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
集
め
た
デ
ー
タ

の
解
析
を
担
う
の
は
、
東
京

大
医
科
学
研
究
所
D
N
A
情

報
解
析
分
野
の
宮
野
悟
教

授
、
井
元
清
哉
准
教
授
ら

だ
。
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の

は
、
初
診
の
患
者
が
、
慶
大

病
院
式
の
漠
方
で
症
状
が
改

,
.
―
―
―
-
.
―
―

v
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2

千
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
と
さ
れ
る
漠
方
。
西
洋
医
学
に
東
洋
医
学
を
加
え
た

「
統
合
医
療
」
の
可
鮨
性
を
探
る
厚
生
労
働
省
の
チ
ー
ム
が
発
足
し
、
あ
ら
た
め
て
注

目
が
集
ま
る
。
漠
方
活
用
に
関
す
る
厚
労
省
研
究
班
（
班
長
・
黒
岩
祐
治
国
際
医
療
福

祉
大
教
授
）
は
2

月
、
経
験
の
蓄
稗
か
ら
科
学
的
証
拠
に
基
つ
く
医
療
へ
の
転
換
を
図

た
く
み

る
べ
き
だ
と
の
提
言
を
発
表
。
藻
方
医
の
「
匠
の
技
」
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
試
み

が
始
ま
っ
て
い
る
。

漢
方
の
「
科
学
的
根
拠
」
探
究

善
す
る
確
率
の
計
算
。
確
率

が
高
け
れ
ば
治
療
に
入
り
、

低
け
れ
ば
別
の
方
法
が
な
い

か
模
索
す
る
な
ど
、
治
療
方

-
,
'
·
畠
．

針
決
定
の
一
助
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
足
の
冷
え
」
を
例
に
と

れ
ば
、1
2
0

近
い
問
診
項

目
か
ら
、
冷
え
と
関
係
が
深

い
3
5項
目
を
慕
的
な
忍

で
選
抜
。
こ
れ
ら
の
項
目
に

つ
い
て
対
象
の
患
者
と
回
答

傾
向
が
似
た
別
の
患
者
の
治

療
記
録
を
比
較
し
、
改
蓋
が

見
込
め
る
か
判
断
す
る
。
こ

こ
で
治
療
効
果
が
期
待
で
き

る
と
さ
れ
た
人
の
9
1％
が
、

醤
に
3
カ
月
後
の
症
状
改

苦
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

f
 

9
·…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
~
．
深
海
熱
水
噴
出
孔
は
地
中
で
熱
せ
ら

... 

れ
た
水
が
噴
出
す
る
場
所
で
、
プ
レ
ー

：
メ
モ
＂

ト
境
界
線
上
に
密
集
。
世
界
中
の
深
海
で

3
0
0

カ
所
以

上
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
硫
黄
な
ど
重
金
属
を
多
く
含
む

熱
水
が
出
る
周
囲
に
は
、
エ
ビ
や
カ
ニ
、
貝
な
ど
多
様
な

生
物
が
生
息
し
て
い
る
。

太
陽
光
が
届
か
な
い
深
海
人
潜
水
調
査
船
「
し
ん
か
い
g
且
且
且
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
:

に
あ
る
熱
水
噴
出
孔
周
辺2
0
0
0
」
で
調
査
し
、
珊
し
て
増
殖
、
エ
ビ
や
貝
な
ど
明
。
こ
の
細
菌
は
硫
黄
を
食

に
、
硫
黄
を
食
べ
て
生
き
る
境
の
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
の
主
な
餌
に
な
っ
て
い
る
と
べ
る
際
、
他
の
化
合
物
と
の

細
菌
が
い
る
。
海
洋
研
究
開
硫
黄
を
食
べ
る
細
菌
を
発
見
考
え
ら
れ
て
い
る
。
地
上
で
反
応
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
縛
る

菌
発
盟
（
神
奈
し
た
。
の
生
態
系
に
饂
き
換
え
る
必
要
が
あ
り
、
霞
な
ど
を

囲
川
隈
横
須
賀
こ
の
細
菌
は
硫
黄
を
エ
ネ
と
、
光
合
成
を
す
る
樟
物
と
使
う
グ
ル
ー
プ
と
、
水
素
を

市
）
は
、
沖
縄
ル
ギ
ー
源
と
し
、
二
酸
化
炭
同
じ
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
徳
つ
グ
ル
ー
プ
と
が
あ
る
。

るゞ

本
島
沖
の
深
さ
素
（
C
0
2
)か
ら
自
分
の
と
に
な
る
。
酸
素
を
使
う
細
菌
は
、
光
合

約
1

千
認
を
有
体
で
あ
る
有
機
物
を
作
り
出
光
が
届
か
な
い
深
海
で
は
成
を
す
る
生
物
が
出
現
し
た

約
2
7偲
年
前
以

食硫
＂
暗
黒
の
食
物
連
鎖
“
担
う
心
護
汀

黄
，
で
＇
る
。

海
熱
水
噴
出
孔
周
辺
に
生
息
魯
発
見
さ

深
，
＇
，
れ
た
細
菌
は
両
通
常
、
生
物
は
ま
ば
ら
に
し
方
の
食
べ
方
が
で
き
る
の
が

か
い
な
い
が
、
熱
水
噴
出
孔
特
徴
だ
。
そ
の
た
め
、
熱
水

周
辺
は
高
密
度
に
生
物
が
生
の
噴
出
の
状
態
に
よ
り
、
熱

息
し
て
お
り
多
様
な
生
態
系
水
に
含
ま
れ
る
酸
素
や
水
素

を
形
成
。
同
機
構
の
研
究
チ
の
濃
度
が
変
わ
る
と
い
っ
た

ー
ム
の
山
本
正
浩
研
究
鼻
は
環
境
の
変
化
に
遮
応
し
や
す

「
太
陽
が
起
点
の
食
物
連
鎖
い
。
山
本
研
究
員
は
「
こ
の

と
は
違
っ
嘩
黒
の
食
物
連
細
菌
が
硫
黄
を
食
べ
る
メ
カ

釦
だ
」
と
説
明
す
る
。
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ

遺
伝
子
解
析
で
、
こ
の
細
と
で
、
こ
の
よ
う
な
細
菌
の

菌
の
仲
間
が
世
界
中
の
海
底
進
化
の
過
租
を
解
明
す
る
手

の
熱
水
噴
出
孔
の
周
辺
に
大
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
」
と
期

量
に
生
息
す
る
こ
と
が
判
待
し
て
い
る
。

祖状や処方データ化
治療効果の予測も行う

.. 
, , ハトの群れ役割判明

問
診
デ
ー
タ
か
ら
診
断
を

つ
け
る
試
み
も
行
っ
た
。
漠

方
医
学
で
は
体
質
や
症
状
を

総
合
し
て
「
証
」
と
い
う
診

断
を
つ
け
る
が
、
線
が
細
い

「
虚
証
」
と
体
格
の
い
い

「
実
証
」
を
計
算
で
判
別
す

る
と
、
塞
際
に
医
師
が
つ
け

た
判
断
と8
7％
一
致
。
医
師

の
診
断
支
援
に
つ
な
が
る
か
’

も
し
れ
な
い
。
井
元
准
教
授

は
「
漠
方
医
学
が
数
式
に
乗

せ
ら
れ
る
こ
と
が
証
明
で
き

た
」
と
手
応
え
を
語
っ
て
い

る
。

ハ
ト
さ
ん
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
の
群
れ
に
取
り
付
け
て
飛
行
経
査
。
そ
の
結
果
、
群
れ
の
先
頭

ク
を
背
負
っ
て
遠
足
で
す
か
？
路
や
互
い
の
位
置
関
係
を
調
集
団
ほ
ど
進
行
方
向
を
決
め
る

査
ぃ
え
い
え
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
警
二
．
贅
羞
睾
の
に
璽
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

”
只
只
繹G
P
]
：
二
下
こ
[
~
”
]
鰐
臼
[

亨

行
使
っ
た
重
さ
わ
ず
か

1
6嗜
の
記

[
a

ぶ3

っ
て
飛
ぶ
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し

録
装
臨
。
群
れ
の
行
動
と
群
れ
i
．
←
．
＇
i
．
右
側
よ
り
左
側
の
仲
間
の
動

用
奇
立
[

リ
の
中
で
の
序
列
の
関
係
を
調
べ
；
｝
・
←
き
に
対
し
て
よ
り
素
早
く
反
応

禾
誓

1
"ぎ
ぶ
可
．
わ
／

S

る
た
め
に
、
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
驚
：
五
；
／
す
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ト
は
左
目

P
l

ド
大
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
開
ぶ
ミ
、
＇
が
9
/
t
ウ
＾
の
方
が
認
識
力
が
高
く
、
右
側

G

発
し
た
。
こ
寄
齊

e
‘
`
'

一
を
飛
ぶ
個
体
ほ
ど
群
れ
の
中
で

グ
ル
ー
プ
は
こ
の
装
暉
を
約
G
P
S

の
小
型
記
録
装
置
の
順
位
が
低
い
よ
う
だ
と
い

1
0
羽
で
横
成
さ
れ
る
伝
書
バ
ト
を
背
負
っ
た
伝
書
バ
ト
う
。

琴
~
ム
ア
翌
フ

牢
猟
で
急
速
に
生
息
数
が

減
っ
て
い
る
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
の
ホ
ウ
シ
ャ
ガ
メ

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
す
む
リ
ク
伺
台
分
も
持
ち
去
ら
れ
た
と
い

ガ
メ
「
ホ
ウ
シ
ャ
ガ
メ
」
が
、
｝
つ
目
撃
例
も
。
密
猟
は
国
立
公

J
贋
で
急
速
に
生
息
数
を
減
ら
園
な
ど
保
護
区
で
も
あ
る
と
い

マ
ダ
ガ
ス
カ
レし

て
い
る
。
―
つ
●

減
翡
を
調
べ
た
野
生
生
物
保
盛
り
上
が
っ
た
甲
羅
に
放
射

急
猟
全
協
会
な
ど
の
チ
ー
ム
に
よ
る
状
の
黄
色
い
模
様
が
特
徴
で
、

‘
‘
、
’

ヵ
行
と
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
南
部
で
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
需
要
も
大
き

こ

メ
切
か
つ
て
非
常
に
多
く
の
ホ
ウ
シ
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
国
際

、
ガ
目
ャ
ガ
メ
が
い
た
が
、
最
近
は
肉
商
取
引
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

売
を
取
っ
た
り
ペ
ッ
ト
と
し
て
違
が
、
日
本
で
も
密
輪
や
違
法
販

販
法
に
販
売
し
た
り
す
る
目
的
売
が
繰
り
返
し
摘
発
さ
れ
て
い

ャシ
法
で
、
武
装
し
た
グ
ル
ー
プ
な
ど
る
。

ゥ
違
に
よ
る
密
猟
が
横
行
し
て
い
チ
ー
ム
は
「
抜
本
的
な
保
全

ホ
る
。
2
S
3

年
前
ま
で
多
数
が
策
叢
ら
な
け
れ
ば
⑳
年
以
内

生
息
し
て
い
た
地
域
で
姿
が
見
に
絶
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
警
告
し
て
い
る
。

-----
9 ^̂. 
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工学の重要テーマを学ぶ

工学とは何か、工学とはいかに
あるべきか。現場のエンジニア、
工学を学ぶ学生や関心を持つ一般
読者向けに、工学の歴史や社会で
の役割などを解説した中島秀人東
京工大教授編著「エンジニアのた
めの工学概論」 （ミネルヴァ書
房）が刊行された。
同大大学院の昨年度の授業を基
に、講師を務めた研究者ら計14人
が執筆。専門家と一般人が双方向
にコミュニケーションする重要性
を指摘し、医療をめぐる安全性、
特にインフォームドコンセント

, （十分な説明と同意）の議論も紹
介している。また、地球温暖化、
エネルギー政策といった時事的な
テーマも取り上げている。

i PS でテロメア修復

細胞の寿命に関連するとされる
「テロメア」が異常に短い病気の
患者の皮膚細胞から新型万能細胞
「i p s 細胞」を作製し、このi
PS細胞ではテロメアが修復され
長くなったとの研究結果を米ボス
トン小児病院などのグループがま
とめた。
研究グループは、山中伸弥京都
大教授が見つけた4遺伝子を導入
する方法で、 3人の患者の皮廣細
胞からi p s 細胞を作製。テロメ
アの長さを維持する酵素，「テロメ
ラーゼ」が活性化し、テロメアが
長くなったという。 ` 
テロメアは染色体の末端にあ
り、細胞が分裂するたびに短くな
る。

トラ脅かす要因解説

野生のトラの生息が脅かされて
いる世界の10地域と要因が一目で
分かる地図を、世界自然保護基金
(WWF) が作った。トラは今世
紀初頭、世界で約10万頭いたとさ
れるが、毛皮の採取や狩猟などで
殺されたほか、生息域の環境悪化
などで急速に減少。現在は4000頭
前後との推定もある。
中国では漠方薬原料として骨な
どに根弾い需要があるほか、バン
グラデシュでは海面上昇で生息地
のマングロープ林の浸食が始まっ
ているなど、各地で依然、脅威が
大きいことを地図は訴えている。
日本語版のURL はh ttp ://ww 
W.  WW  f. 0 r. j p / a Ct i Vi t.i e S / 
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